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ゆるキャラグランプリ 
投票は10月20日㈪まで

もうすぐ
締め切り

　ゆるキャラグランプリ2014に、「やっち」がエント
リーしています。投票は10月20日㈪までです。パソ
コン・スマートフォン・携帯電話から、
１つのメールアドレスにつき１日１
票投票できます。「やっち」への投票
をお願いします。投票は、http://
www.yurugp.jp/から。 ▲ＱＲコード

▼

秋
の
バ
ラ
は
鮮
や
か
な
色
で
香
り

が
強
い
の
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特
徴
で
す

▲

新
し
い
校
歌

　京成バラ園の秋バラが見頃を迎えています。やっち
もバラの香りに誘われて遊びに行きます。また、11月
16日㈰まで「オータムフェア」が開催されます。今年
のテーマは「ヨーロッパのバラの香り」。香りにちな
んだ様々な催しが行われます。
■バラ園でやっちと祝う七五三　やっちをはじめ、京
成パンダ、しんちゃん・けいちゃんといったゆるキャ
ラがやって来ます。ミニ電車も走ります。 ▼日時　11
月15日㈯・16日㈰　※この両日は八千代市民限定で入
園料の割引きがあります。大人・シニアは半額、小・
中学生は無料です。チケット購入時に、市内在住・在
勤が確認できるものをご提示ください
■ローズガーデン学生コンサート　地元の学生による
コンサートです。 ▼日時　10月19日㈰・26日㈰、11月３日
㈷・９日㈰・15日㈯・16日㈰。午前11時～11時30分、午後
１時30分～２時。（10月26日㈰は午前11時～11時30分、午
後２時30分～３時。11月16日㈰は午後２時～２時30分）
■ハナコロール　秋バラが咲く庭園前に個性豊かなお
店が集まり「マルシェ」（市場）をつくります。 ▼日
時　10月26日㈰午前９時～午後４時

　ボーイスカウト八千代第１団所属の、太田直
紀さん、一之瀬皓

こう
葉
よう
さん、宇佐美周一さんが菊章

を受章し、８月22日、市長を表敬訪問しました。
　菊章は中学生年代の最高位となる章で、受章
できる隊員はボーイスカウト登録者全体の約５
パーセントです。
　市長との対談では、ボーイスカウトの活動や
スポーツについての話題に花が咲き、青少年が
自然とふれあえるような施設の充実を望む声も
出されました。

　９月16日、八千代台東小学校で、
校歌完成記念式典が行われました。
八千代台東小学校と八千代台東第
二小学校が統合し、25年４月に開
校した、新しい八千代台東小学校
の校歌です。歴代の校長など多く
の来賓や、校歌を作詞したこんの
ひとみさん、作曲した吉川正夫さ
んも出席し、子どもたちと校歌の
完成を祝いました。
　こんのさんと吉川さんは６月に
同校を訪問。子どもたちと交流の
機会を持ちました。その際に、「校
歌にこの詞を入れて欲しい」という何百枚ものアン
ケートを読み、子どもたちの校歌に対する思いを受
け止め、作詞をしました。子どもたちと一緒に歌っ
たあと、「みんなの思いが詰まった歌になりました。
歌ってくれてありがとう」と語りかけました。
　吉川さんは、「みんなが笑顔で歌ってくれている
姿を想像しながら曲を作りました。みんなで作った
曲です」と話しました。
　「友だちや家族への思いがこもっているところが
好きになりました」と、子どもたち。新しい校歌を
うれしそうに歌っていました。

京成バラ園の秋バラが満開に

菊章受章のボーイスカウト
３人が市長を表敬訪問

「校歌でみんなの心を一つに」
八千代台東小学校校歌完成記念式典

ありがとうございました
●八千代市総合グラウンドに、今年解体予定の国立
競技場のスタンドの座席を利用したベンチを、匿名
で寄贈していただきました。

▲中央は作詞者のこんのひとみさん

▲左から太田さん、秋葉市長、一之瀬さん、宇佐美さん

●この欄のお問い合わせは消費生活センターへ。 
受け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30
分から午後５時まで（午後４時～５時は 483-1151
へ）。市内在住の人が対象。企業・営利団体の利用
はできません。

【あげます】 ▼ベビージム（メーカー：トミー）　 ▼成
人式用振袖一式（赤色、髪飾り他小物あり）　 ▼キャ
ビネット付き学習机　

【ゆずります】 ▼入学式用上下服一式（ベスト付き、
男児、120㎝）　 ▼折りたたみ式自転車　 ▼ベビー
ラック（コンビ製、1歳7か月～２歳まで使用可能）

▼ベビーベッド　
【ゆずって・有料】 ▼ランドセル（２個、黒）　 ▼高
津中学校体操服（男子、Ｌサイズ）　 ▼ベビー用品
一式（ベビーベッド、ベビーカーなど）　 ▼高津中学
校スクールカバン

◆市役所１階ロビーのリサイクル品情報コーナーも
ご利用ください。また、同センターでは食品の放射
性物質検査（予約制）も行っています。

リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559


